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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
２
号
炉
）
）
 

第
１
７
条
の
３
 

  
２
号
炉
に
つ
い
て
，
防
災
課
長
は
，
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
火
山
影
響
等
発

生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を

行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
所
長
の

承
認
を
得
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
１
－
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢

水
，
火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実

施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
フ
ィ
ル
タ
そ
の
他
の
資
機
材
の
配

備
に
関
す
る
こ
と
 

２
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
次
の
各

号
を
含
む
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施

す
る
。
 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流
動
力
電
源
設
備
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
（
１
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る

代
替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設

備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
交
流
動

力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

３
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
第
１
項
（
１
）
の
要
員
に
第
２
項

の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

４
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う

と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
防
災
課
長

に
報
告
す
る
。
防
災
課
長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
。
 

５
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
発
電
課
長
は
，
火
山
現
象
の
影
響
に
よ
り
，
原

子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
，
発
電
管
理
課
長
に
報
告
す
る
。
発
電
管
理
課
長
は
，
所

長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
，

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

  ６
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
火
山
現
象
に
係
る
新
た
な
知

見
等
の
収
集
，
反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条
の
３
 

〔
７
号
炉
〕
 

技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
は
，
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
火
山
影
響
等
発
生
時
」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制

の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
安
全
総
括
部
長

の
承
認
を
得
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢

水
，
火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
及
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実

施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
フ
ィ
ル
タ
そ
の
他
の
資
機
材
の
配
備

に
関
す
る
こ
と
 

２
．
各
Ｇ
Ｍ
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
次
の
各
号
を
含
む
火
山
影
響

等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流
動
力
電
源
設
備
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
（
１
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る

代
替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
交
流
動

力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

３
．
各
Ｇ
Ｍ
は
，
第
１
項
（
１
）
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ

る
。
 

４
．
各
Ｇ
Ｍ
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
，
第
１
項

に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
に
報
告
す
る
。

技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 ５
．
当
直
長
は
，
火
山
現
象
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
当
該
号
炉

を
所
管
す
る
運
転
管
理
部
長
に
報
告
す
る
。
当
該
号
炉
を
所
管
す
る
運

転
管
理
部
長
は
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
Ｇ
Ｍ
に
連
絡

す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協

議
す
る
。
 

 ６
．
原
子
力
設
備
管
理
部
長
は
，
火
山
現
象
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収

集
，
反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条
の
３
 

〔
２
号
炉
〕
 

 
課
長
（
技
術
）
は
，
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
火
山
影
響
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，
所
長

の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，

内
部
溢
水
，
火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に

係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
フ
ィ
ル
タ
そ
の
他
の
資
機
材
の
配
備
に

関
す
る
こ
と
 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
次
の
各
号
を
含
む
火
山
影
響

等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 （
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流
動
力
電
源
設
備
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
（
１
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
代

替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
交
流
動
力

電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

３
．
各
課
長
は
，
第
１
項
（
１
）
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ

る
。
 

４
．
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
，
第
１
項

に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）
に
報
告
す
る
。

課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 ５
．
当
直
長
は
，
火
山
現
象
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ

め
定
め
ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
，
各
部
長

お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。
発
電
部
長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所

長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃
止
措
置
・

環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い

て
協
議
す
る
。
 

６
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，
火
山
現
象
に
係
る

新
た
な
知
見
等
の
収
集
，
反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

 

2



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い

て
同
じ
。）
。
 

※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い

て
同
じ
。）
。
 

※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
。
 

 

3



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

３
．
火
山
影
響
等
，
積
雪
 

防
災
課
長
は
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
３
．

１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。

ま
た
，
各
課
長
は
，
計
画
に
基
づ
き
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必

要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
１

 
要
員
の
配
置
 

（
１
）
防
災
課
長
は
，
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
，
必
要
な
要
員
を

配
置
す
る
。
 

（
２
）
防
災
課
長
は
，
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま

た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
，
第
１
０
８
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員

を
配
置
す
る
。
 

ま
た
，
所
長
は
，
降
灰
予
報
等
に
よ
り
女
川
原
子
力
発
電
所
を
含

む
地
域
（
女
川
町
，
石
巻
市
）
へ
の
多
量
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
る
場

合
，
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
に
定
め
る
組
織
の
要
員
を
参
集
し
て

活
動
す
る
。
 

な
お
，
休
日
，
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
，
第
１
２
条
に
定

め
る
重
大
事
故
等
の
対
応
を
行
う
要
員
を
活
用
す
る
。
 

３
．
２

 
教
育
訓
練
の
実
施
 

火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

（
１
）
防
災
課
長
は
，
全
所
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発

生
時
に
対
す
る
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
２
）
発
電
管
理
課
長
は
，
運
転
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等
発
生
時
の

運
転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

  （
３
）
防
災
課
長
は
，
重
大
事
故
等
対
応
要
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等

発
生
時
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
）
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

 ３
．
３

 
資
機
材
の
配
備
 

（
１
）
各
課
長
は
，
降
下
火
砕
物
の
除
去
等
の
屋
外
作
業
時
に
使
用
す
る

道
具
，
防
護
具
等
を
配
備
す
る
。
 

（
２
）
原
子
炉
課
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
）
の
吸
気
流
路
へ
の
着
脱
可
能
な
フ
ィ

ル
タ
（
１
５
０
メ
ッ
シ
ュ
。
以
下
「
火
山
灰
フ
ィ
ル
タ
」
と
い
う
。）

そ
の
他
の
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

（
３
）
防
災
課
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所

用
）
の
着
脱
可
能
な
フ
ィ
ル
タ
（
３
０
０
メ
ッ
シ
ュ
。
以
下
「
フ
ィ

ル
タ
コ
ン
テ
ナ
」
と
い
う
。
）
な
ら
び
に
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性

確
保
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
の
確
保
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す

３
．
火
山
影
響
等
，
積
雪
 

技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
は
，
火
山
影
響
等
及
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の

３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
安
全
総
括
部
長
の

承
認
を
得
る
。
ま
た
，
各
Ｇ
Ｍ
は
，
計
画
に
基
づ
き
，
火
山
影
響
等
及

び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
１

 要
員
の
配
置
 

（
１
）
防
災
安
全
Ｇ
Ｍ
は
，
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）

が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
，
必
要
な
要
員

を
配
置
す
る
。
 

（
２
）
防
災
安
全
Ｇ
Ｍ
は
，
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
，
第
１
０
８
条
に
定
め
る
必
要
な
要

員
を
配
置
す
る
。
 

ま
た
，
所
長
は
，
降
灰
予
報
等
に
よ
り
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

を
含
む
地
域
（
柏
崎
市
，
刈
羽
村
）
へ
の
多
量
の
降
灰
が
予
想
さ
れ

る
場
合
，
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め
る
組
織
の
要
員
を
参
集
し
て
活
動
す

る
。
 

な
お
，
休
日
，
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
，
第
１
２
条
に
定

め
る
重
大
事
故
等
の
対
応
を
行
う
要
員
を
活
用
す
る
。
 

３
．
２

 教
育
訓
練
の
実
施
 

技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
は
，
火
山
影
響
等
及
び
積
雪
発
生
時
の
対
応
に
関

す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１
）
全
所
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等
及
び
積
雪
発
生
時
に
対
す
る
運

用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
２
）
運
転
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等
発
生
時
の
運
転
操
作
等
に
係
る

手
順
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
３
）
各
グ
ル
ー
プ
員
に
対
し
て
，
降
下
火
砕
物
防
護
対
策
施
設
の
施
設

管
理
，
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
４
）
緊
急
時
対
策
要
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等
発
生
時
の
非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
等
に
関
す
る

教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

 ３
．
３

 資
機
材
の
配
備
 

（
１
）
各
Ｇ
Ｍ
は
，
降
下
火
砕
物
の
除
去
等
の
屋
外
作
業
時
に
使
用
す
る

道
具
や
防
護
具
等
を
配
備
す
る
。
 

（
２
）
原
子
炉
Ｇ
Ｍ
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
の
着
脱
可
能
な
フ
ィ
ル
タ
（
２
０
０
メ
ッ
シ
ュ
。
以
下
「
改

良
型
フ
ィ
ル
タ
」
と
い
う
。）

そ
の
他
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。 

      

３
．
火
山
影
響
等
，
積
雪
 

課
長
（
技
術
）
は
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の

３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，

所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
，
各
課
長
は
，
計
画
に
基
づ
き
，
火
山
影

響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
１

 要
員
の
配
置
 

（
１
）
課
長
（
技
術
）
は
，
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）

が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
，
必
要
な
要

員
を
配
置
す
る
。
 

（
２
）
課
長
（
技
術
）
は
，
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
，
第
１
０
７
条
に
定
め
る
必
要
な

要
員
を
配
置
す
る
。
 

ま
た
，
所
長
は
，
降
灰
予
報
等
に
よ
り
島
根
原
子
力
発
電
所
を
含

む
地
域
（
松
江
市
）
へ
の
多
量
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
る
場
合
，
手
順

書
に
定
め
る
組
織
の
要
員
を
参
集
し
て
活
動
す
る
。
 

 な
お
，
休
日
，
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
，
第
１
２
条
に
定

め
る
重
大
事
故
等
の
対
応
を
行
う
要
員
を
活
用
す
る
。
 

３
．
２

 教
育
訓
練
の
実
施
 

火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教

育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１
）
課
長
（
技
術
）
は
，
全
所
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積

雪
発
生
時
に
対
す
る
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
２
）
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
運
転
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等
発
生

時
の
運
転
操
作
等
に
係
る
手
順
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
３
）
各
課
長
は
，
所
属
員
に
対
し
て
，
火
山
防
護
対
策
設
備
の
施
設
管

理
，
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
４
）
課
長
（
技
術
）
は
，
緊
急
時
対
策
要
員
に
対
し
て
，
火
山
影
響
等

発
生
時
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
等

に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

３
．
３

 資
機
材
の
配
備
 

（
１
）
各
課
長
は
，
降
下
火
砕
物
の
除
去
等
の
屋
外
作
業
時
に
使
用
す
る

道
具
や
防
護
具
等
を
配
備
す
る
。
 

（
２
）
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除

く
。）

の
着
脱
可
能
な
フ
ィ
ル
タ
（
３
０
０
メ
ッ
シ
ュ
。
以
下
「
改

良
型
フ
ィ
ル
タ
」
と
い
う
。）

そ
の
他
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。 

     

T
S
-7
8
 

高
濃

度
火

山
灰

対
応
に
つ
い
て
 

                         【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
火
山
防
護
対
策

設
備
を
有
す
る
た
め
教

育
訓
練
に
係
る
内
容
を

記
載
 

         【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
高
圧
発
電
機
車

を
建
物
内
に
配
置
し
，

フ
ィ

ル
タ

を
用

い
な

い
。
ま
た
，
そ
の
他
の
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

る
。
 

３
．
４

 
手
順
書
の
整
備
 

防
災
課
長
は
，
火
山
影
響
等
及
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文

書
に
定
め
る
。
 

（
１
）
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止
 

発
電
課
長
は
，
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
等

の
差
圧
監
視
お
よ
び
外
気
取
入
ダ
ン
パ
の
閉
止
，
換
気
空
調
系
の
停

止
ま
た
は
事
故
時
運
転
モ
ー
ド
に
よ
り
建
屋
内
へ
の
降
下
火
砕
物

の
侵
入
を
防
止
す
る
。
 

（
２
）
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
の
除
去
作
業
 

各
課
長
は
，
降
下
火
砕
物
の
堆
積
ま
た
は
積
雪
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
，
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
屋
外
の
施
設
な

ら
び
に
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包

す
る
建
屋
に
つ
い
て
，
堆
積
に
よ
り
施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
を
除
去
す
る
。
 

（
３
）
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
）
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
対
策
 

原
子
炉
課
長
は
，
火
山
影
響
発
生
時
に
お
い
て
，
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
）
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
）
へ
の
火
山
灰
フ
ィ

ル
タ
の
取
り
付
け
を
実
施
す
る
。
 

     

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」
）
に

よ
り
女
川
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
女
川
町
，
石
巻
市
）
へ
の

「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火

に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら

半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
，
噴
火
後

１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降
下
火

砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
。
 

 

（
４
）
高
圧
代
替
注
水
系
を
用
い
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
対
策
 

 

発
電
課
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
お

よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
，
Ｂ
系
お
よ
び
高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
）
が
機
能
喪
失
し
，
か
つ
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
機

能
喪
失
し
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
高
圧
代
替
注
水

系
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を
行
う
。
 

  

 ３
．
４

 手
順
書
の
整
備
 

技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
は
，
火
山
影
響
等
及
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の

整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定

め
る
。
 

（
１
）
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止
 

当
直
長
は
，
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
等
の

差
圧
監
視
，
及
び
外
気
取
入
ダ
ン
パ
の
閉
止
，
換
気
空
調
系
の
停
止

又
は
再
循
環
運
転
に
よ
り
建
屋
内
へ
の
降
下
火
砕
物
の
侵
入
を
防

止
す
る
。
 

（
２
）
降
下
火
砕
物
及
び
積
雪
の
除
去
作
業
 

各
Ｇ
Ｍ
は
，
降
下
火
砕
物
の
堆
積
又
は
積
雪
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
，
降
下
火
砕
物
及
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
屋
外
の
施
設
，
並
び

に
降
下
火
砕
物
及
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包
す
る
建

屋
に
つ
い
て
，
堆
積
に
よ
り
施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
降

下
火
砕
物
及
び
積
雪
を
除
去
す
る
。
 

（
３
）
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
 

 

火
山
影
響
発
生
時
に
お
い
て
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
へ
の
改
良
型
フ

ィ
ル
タ
の
取
付
を
実
施
す
る
。

 

  

 
ア
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
取
付
 

 原
子
炉
Ｇ
Ｍ
は
，
フ
ィ
ル
タ
の
取
付
が
容
易
な
改
良
型
フ
ィ
ル
タ

を
取
り
付
け
る
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
又
は
「
詳
細
」）

に

よ
り
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
柏
崎
市
，
刈
羽
村
）

へ
の
「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す

る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電

所
敷
地
か
ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ

た
が
，
噴
火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合

又
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ

た
場
合
 

（
４
）
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
対

策
 火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
及
び
非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
，
か
つ
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が

機
能
喪
失
し
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
高
圧
代
替
注

水
系
ポ
ン
プ
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を
行
う
。
 

 

ア
．
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
冷
却
 

当
直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
注
水
が
で
き
な
い
場

 ３
．
４

 手
順
書
の
整
備
 

課
長
（
技
術
）
は
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定
め

る
。
 

（
１
）
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止
 

当
直
長
は
，
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
等
の

差
圧
監
視
お
よ
び
給
気
隔
離
弁
の
閉
止
，
空
調
換
気
設
備
の
停
止
ま

た
は
系
統
隔
離
運
転
モ
ー
ド
に
よ
り
建
物
内
へ
の
降
下
火
砕
物
の

侵
入
を
防
止
す
る
。
 

（
２
）
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
の
除
去
作
業
 

各
課
長
は
，
降
下
火
砕
物
の
堆
積
ま
た
は
積
雪
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
，
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
屋
外
の
施
設
，

な
ら
び
に
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内

包
す
る
建
物
等
に
つ
い
て
，
堆
積
に
よ
り
施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
を
除
去
す
る
。
 

（
３
）
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
除
く
。）

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ

レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の

取
付
け
を
実
施
す
る
。
 

ア
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
除
く
。）

へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
取
付
け
 

課
長
（
原
子
炉
）
は
，
フ
ィ
ル
タ
の
取
付
け
が
容
易
な
改
良
型
フ

ィ
ル
タ
を
取
り
付
け
る
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」）

に
よ
り
島
根
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
松
江
市
）
へ
の
「
多

量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火
に

関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か

ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
，
噴

火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降

下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
 

 （
４
）
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
用
い
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
対

策
 火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
お
よ
び
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
，
か
つ
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
高
圧
原
子

炉
代
替
注
水
系
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を
行
う
。
 

 

ア
．
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
用
い
た
炉
心
冷
却
 

当
直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
注
水
が
で
き
な
い
場

資
機
材
は
３
．
３
（
１
）

に
記
載
 

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照
 

 

          ・
島
根
は
防
護
す
べ
き
施

設
を
内
包
す
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク

室
お
よ
び
Ｂ
－
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク

格
納
槽

を
含

む
た

め
，

「
建
物
等
」
と
記
載
 

  【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
文
章
構
成
の
相
違
 

                  【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
文
章
構
成
の
相
違
 

5



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
，
Ｂ
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
）
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
，
か
つ
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が

機
能
喪
失
し
た
場
合
。
 

       

（
５
）
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
の
対
策
 

発
電
課
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
お

よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
，
Ｂ
系
お
よ
び
高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
）
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止
す
る

た
め
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を
行
う
。
 

   

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
系
，
Ｂ
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
）
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
た
場
合
。
 

       

（
６
）
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
に
関
す
る
対
策
 

各
課
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
緊
急
時
対
策
建
屋
内

の
扉
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
を
確
保

す
る
。
 

    

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」
）
に

よ
り
女
川
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
女
川
町
，
石
巻
市
）
へ
の

「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火

に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら

合
は
，
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
，
か
つ
原

子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
 

 

イ
．
フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位
調
整
準
備
（
排
水
ポ
ン
プ
水
張
り
）
 

緊
急
時
対
策
本
部
は

,残
留
熱
除
去
系
の
機
能
喪
失
に
よ
る
格
納

容
器
圧
力
の
上
昇
に
備
え

,格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
作
業
と
し
て
フ

ィ
ル
タ
装
置
水
位
調
整
準
備
（
排
水
ポ
ン
プ
水
張
り
）
を
実
施
す
る
。 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
た
場
合
 

（
５
）
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を

防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
及
び
非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を

行
う
。
 

ア
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
冷
却
 

当
直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
冷
却

を
行
う
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
た
場
合
 

 

イ
．
フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位
調
整
準
備
（
排
水
ポ
ン
プ
水
張
り
）
 

緊
急
時
対
策
本
部
は

,残
留
熱
除
去
系
の
機
能
喪
失
に
よ
る
格
納

容
器
圧
力
の
上
昇
に
備
え

,格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
作
業
と
し
て
フ

ィ
ル
タ
装
置
水
位
調
整
準
備
（
排
水
ポ
ン
プ
水
張
り
）
を
実
施
す
る
。 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
た
場
合
 

（
６
）
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時

対
策
所
扉
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
を

確
保
す
る
。
 

ア
．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
 

各
Ｇ
Ｍ
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
扉
を
開
放
す

る
。
 

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
又
は
「
詳
細
」）

に

よ
り
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
柏
崎
市
，
刈
羽
村
）

へ
の
「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す

る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電

合
は
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
用
い
た
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
，
か
つ
原

子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
 

        （
５
）
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
の
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
お
よ
び
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止

す
る
た
め
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を
行
う
。
 

 

ア
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
炉
心
冷
却
 

当
直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
炉
心
冷
却
を
行

う
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が
と
も
に
機
能
喪
失
し
た
場
合
 

        （
６
）
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
緊
急
時
対
策
所
扉
を
開
放
す
る

こ
と
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
を
確
保
す
る
。
 

 

ア
．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
 

各
課
長
は
，
緊
急
時
対
策
所
扉
の
開
放
に
よ
り
居
住
性
を
確
保

し
，
降
下
火
砕
物
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
，
仮
設
フ
ィ
ル
タ
を
設

置
す
る
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」）

に
よ
り
島
根
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
松
江
市
）
へ
の
「
多

量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火
に

関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か

      【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
解
析
の
結
果
，

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
の
使
用
を
想
定

し
な
い
た
め
記
載
し
て

い
な
い
 

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照
 

     【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
文
章
構
成
の
相
違
 

     【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
解
析
の
結
果
，

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
の
使
用
を
想
定

し
な
い
た
め
記
載
し
て

い
な
い
 

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照
 

   【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
文
章
構
成
の
相
違
 

【
島
根
固
有
】
 

・
島
根
は
扉
部
分
に
仮
設

フ
ィ
ル
タ
を
設
置
 

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
噴
火
後
１

０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降
下
火
砕

物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
。
 

 

（
７
）
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
通
信
連
絡
に
つ
い
て
，
降
下
火
砕

物
の
影
響
を
受
け
な
い
有
線
系
の
設
備
を
複
数
手
段
確
保
す
る
こ

と
に
よ
り
機
能
を
確
保
す
る
。
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ｂ
系
）

の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
は
，
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所

用
）
か
ら
緊
急
時
対
策
所
内
の
通
信
連
絡
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

  火
山
影
響
等
発
生
時
に
は
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
え
・
清
掃
が
容
易
な

フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
を
接
続
す
る
。
 

ａ
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
よ
る
給
電
準
備
 

 

防
災
課
長
は
，
火
山
影
響
発
生
時
に
お
い
て
，
電
源
車
（
緊
急
時

対
策
所
用
）
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所

用
）
へ
の
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
の
取
り
付
け
を
実
施
す
る
。

 

（
ａ
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」）

に
よ
り
女
川
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
女
川
町
，
石
巻
市
）

へ
の
「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す

る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電

所
敷
地
か
ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ

た
が
噴
火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま

た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ

た
場
合
。
 

ｂ
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
よ
る
給
電
開
始
 

 

防
災
課
長
は
，
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
か
ら
の
給
電
準
備

を
行
っ
た
の
ち
給
電
を
開
始
す
る
。
 

（
ａ
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
よ
る
給
電
開
始
は
，
火
山
影

響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ｂ
系
）
か
ら
の
受
電
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
。
 

 

ｃ
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
の
フ
ィ
ル
タ

取
替
え
 

防
災
課
長
は
，
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
吸
気
フ
ィ
ル
タ

の
閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
，
フ
ィ
ル
タ
取
り
替
え
を
実
施
す
る
。
 

（
ａ
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

起
動
か
ら
１
１
時
間
を
超
え
た
場
合
。
 

  

所
敷
地
か
ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ

た
が
，
噴
火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合

又
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ

た
場
合
 

（
７
）
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
通
信
連
絡
に
つ
い
て
，
降
下
火
砕

物
の
影
響
を
受
け
な
い
有
線
系
の
設
備
を
複
数
手
段
確
保
す
る
こ

と
に
よ
り
機
能
を
確
保
す
る
。
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能

が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
は
，
７
号
炉
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
配
置

し
た
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備

か
ら
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
内
の
通
信
連
絡
設
備

へ
給
電
す
る
。
 

  

ア
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備
の
準

備
作
業
 

各
Ｇ
Ｍ
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電

源
設
備
を
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
７
号
炉
タ

ー
ビ
ン
建
屋
内
へ
移
動
し
準
備
作
業
を
行
う
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
又
は
「
詳
細
」）

に

よ
り
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
柏
崎
市
，
刈
羽
村
）

へ
の
「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す

る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電

所
敷
地
か
ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ

た
が
，
噴
火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合

又
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ

た
場
合
 

イ
．
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備
か
ら

の
給
電
作
業
 

各
Ｇ
Ｍ
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電

源
設
備
か
ら
の
給
電
準
備
を
行
っ
た
の
ち
給
電
を
開
始
す
る
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
用
可
搬
型
電
源
設
備
に

よ
る
給
電
開
始
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪

失
が
発
生
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
か
ら
の
受
電
不
能
と

な
っ
た
場
合
 

         

ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
，
噴

火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降

下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
 

 （
７
）
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
通
信
連
絡
に
つ
い
て
，
降
下
火
砕

物
の
影
響
を
受
け
な
い
有
線
系
の
設
備
を
複
数
手
段
確
保
す
る
こ

と
に
よ
り
機
能
を
確
保
す
る
。
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ａ
系
の

機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
は
，
原
子
炉
建
物
内
に
配
置
し
た

高
圧
発
電
機
車
か
ら
緊
急
時
対
策
所
内
の
通
信
連
絡
設
備
へ
給
電

す
る
。
 

   

ア
．
高
圧
発
電
機
車
の
準
備
作
業
 

 

各
課
長
は
，
高
圧
発
電
機
車
を
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
の
な
い
原
子
炉
建
物
内
へ
移
動
し
準
備
作
業
を
行
う
。
 

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「

速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」）

に
よ
り
島
根
原
子
力
発
電
所
を
含
む
地
域
（
松
江
市
）
へ
の
「
多

量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火
に

関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か

ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に
噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
，
噴

火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降

下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
 

 

イ
．
高
圧
発
電
機
車
か
ら
の
給
電
作
業
 

 

各
課
長
お
よ
び
当
直
長
は
，
高
圧
発
電
機
車
か
ら
の
給
電
準
備
を

行
っ
た
の
ち
給
電
を
開
始
す
る
。
 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
給
電
開
始
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

Ａ
系
か
ら
の
受
電
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
 

          

            【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
高
圧
発
電
機
車

を
建
物
内
に
配
置
し
，

フ
ィ
ル
タ
を
用
い
な
い
 

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照
 

                   【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
高
圧
発
電
機
車

を
建
物
内
に
配
置
し
，

フ
ィ
ル
タ
を
用
い
な
い
 

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照
 

   

7



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
策
に
お
け
る
主
な
作
業
 

作
業
 

手
順
 

№
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定
時
間
 

（
３
）
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（
Ａ
系
お
よ

び
Ｂ
系
）
へ
火
山
灰

フ
ィ
ル
タ
取
付
け

※
1

重
大
事
故

等
対
応
要

員
 

４
 

６
０
分
 

（
４
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
を

用
い
た
炉
心
冷
却
 

運
転
員
 

（
中
央
制

御
室
）
 

１
 

１
５
分
 

（
５
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却

系
を
用
い
た
炉
心
冷

却
 

運
転
員
 

（
中
央
制

御
室
）
 

１
 

速
や
か
に
 

（
７
）
ａ
． 

 

ｂ
．
 

電
源
車
（
緊
急
時
対

策
所
用
）
に
よ
る
給

電
の
準
備
作
業
お
よ

び
給
電
開
始
 

重
大
事
故

等
対
応
要

員
 

３
 

９
０
分
 

（
７
）
ｃ
． 

電
源
車
（
緊
急
時
対

策
所
用
）
フ
ィ
ル
タ

コ
ン
テ
ナ
の
フ
ィ
ル

タ
取
替
え

重
大
事
故

等
対
応
要

員
 

２
 

５
０
分
 

※
１
：
１
班
２
名
で
２
班
が
並
行
で
実
施
す
る
。

（
８
）
代
替
設
備
の
確
保

各
課
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
ま
た
は
積
雪
に
よ
り
，
安
全
施

設
の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し
て
，
代
替
設
備

に
よ
る
必
要
な
機
能
の
確
保
，
安
全
上
支
障
の
な
い
期
間
に
お
け
る

補
修
の
実
施
等
に
よ
り
，
安
全
機
能
を
維
持
す
る
。
 

（
９
）
降
灰
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

各
課
長
は
，
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
原
子
炉
施
設
へ
の
影

響
を
確
認
す
る
た
め
，
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
な
ら
び

に
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包
す
る
建
屋
に
つ
い

て
，
点
検
を
行
う
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主

任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

３
．
５

 
定
期
的
な
評
価
 

（
１
）
各
課
長
は
，
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ

火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
策
に
お
け
る
主
な
作
業
 

作
業
 

手
順
 

№
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定
時
間
 

（
３
）
ア
． 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
へ
改
良
型
フ

ィ
ル
タ
取
付

※
1
 

緊
急
時
対

策
要
員
 

４
 

７
０
分
 

（
４
）
ア
． 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ

ン
プ
を
用
い
た
炉
心

冷
却

運
転
員
 

（
中
央
制

御
室
）
 

２
 

１
５
分
 

（
５
）
ア
． 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却

系
ポ
ン
プ
を
用
い
た

炉
心
冷
却
 

運
転
員
 

（
中
央
制

御
室
）
 

２
 

速
や
か
に
 

（
７
）
ア
．

イ
．

５
号
炉
原
子
炉
建
屋

内
緊
急
時
対
策
所
用

可
搬
型
電
源
設
備
の

準
備
作
業
及
び
給
電

作
業

※
２
 

緊
急
時
対

策
要
員
 

６
 

８
５
分
 

（
４
）
イ
． 

（
５
）
イ
． 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位

調
整
準
備
（
排
水
ポ

ン
プ
水
張
り
）

緊
急
時
対

策
要
員
 

２
 

６
０
分
 

※
１
：
１
班
２
名
で
２
班
が
並
行
で
実
施
す
る
。

※
２
：
１
班
２
名
で
３
班
が
並
行
で
実
施
す
る
。

（
８
）
代
替
設
備
の
確
保

各
Ｇ
Ｍ
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
又
は
積
雪
に
よ
り
，
安
全
施
設

の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し
て
，
代
替
設
備
に

よ
る
必
要
な
機
能
の
確
保
，
安
全
上
支
障
の
な
い
期
間
に
お
け
る
補

修
の
実
施
等
に
よ
り
，
安
全
機
能
を
維
持
す
る
。
 

（
９
）
降
灰
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

各
Ｇ
Ｍ
は
，
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
原
子
炉
施
設
へ
の
影

響
を
確
認
す
る
た
め
，
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
並
び
に

降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包
す
る
建
屋
に
つ
い
て
，

点
検
を
行
う
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。
 

（
１
０
）
施
設
管
理
，
点
検
 

各
Ｇ
Ｍ
は
，
降
下
火
砕
物
防
護
対
策
施
設
に
つ
い
て
，
そ
の
要
求

機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管

理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

３
．
５

 定
期
的
な
評
価
 

（
１
）
各
Ｇ
Ｍ
は
，
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ

火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
策
に
お
け
る
主
な
作
業
 

作
業
 

手
順
 

№
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定
時
間
 

（
３
）

ア
．

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を

除
く
。）

へ
改
良
型
フ
ィ
ル

タ
取
付
け

※
1

緊
急
時
対

策
要
員
 

８
 

４
５
分
 

（
４
）

ア
．

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

を
用
い
た
炉
心
冷
却
 

運
転
員
 

（
中
央
制

御
室
）
 

１
 

１
０
分
 

（
５
）

ア
．

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を

用
い
た
炉
心
冷
却
 

運
転
員
 

（
中
央
制

御
室
）
 

１
 

速
や
か
に
 

（
７
）

ア
．

イ
．

高
圧
発
電
機
車
の
準
備
作

業
お
よ
び
給
電
作
業

運
転
員
 

（
中
央
制

御
室
，
現

場
），
緊
急

時
対
策
要

員
 

７
 

１
時
間
５

０
分
 

※
１
：
１
班
４
名
で
２
班
が
並
行
で
実
施
す
る
。

（
８
）
代
替
設
備
の
確
保

各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
ま
た
は
積
雪
に

よ
り
，
安
全
施
設
の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し

て
，
代
替
設
備
に
よ
る
必
要
な
機
能
の
確
保
，
安
全
上
支
障
の
な
い

期
間
に
お
け
る
補
修
の
実
施
等
に
よ
り
，
安
全
機
能
を
維
持
す
る
。
 

（
９
）
降
灰
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
原
子

炉
施
設
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
，
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ

き
施
設
な
ら
び
に
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包
す

る
建
物
等
に
つ
い
て
，
点
検
を
行
う
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長

お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

（
1
0）

施
設
管
理
，
点
検

各
課
長
は
，
火
山
防
護
対
策
設
備
に
つ
い
て
，
そ
の
要
求
機
能
を

維
持
す
る
た
め
，
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
，
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

３
．
５

 定
期
的
な
評
価
 

（
１
）
各
課
長
は
，
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ

【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
解
析
の
結
果
，

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
の
使
用
を
想
定

し
な
い
た
め
記
載
し
て

い
な
い

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照

【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
高
圧
発
電
機
車

を
建
物
内
に
配
置
し
，

フ
ィ
ル
タ
を
用
い
な
い

T
S
-
7
8
 

高
濃

度
火

山

灰
対
応
に
つ
い
て
参
照

・
島
根
は
防
護
す
べ
き
施

設
を
内
包
す
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク

室
お
よ
び
Ｂ
－
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク

格
納
槽

を
含

む
た

め
，

「
建
物
等
」
と
記
載

【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
火
山
防
護
対
策

設
備
の
有
す
る
た
め
，

施
設
管
理
，
点
検
に
係

る
内
容
を
記
載

8



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

い
て
，
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価

結
果
に
基
づ
き
，
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
，
計
画
の
見
直
し
を
行
い
，
防
災
課
長
に
報
告
す
る
。
 

（
２
）
防
災
課
長
は
，
各
課
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
，
必
要
に
応
じ
て
，

計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

３
．
６

 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

発
電
課
長
は
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉

施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
，
発
電
管
理
課
長
に
報
告
す
る
。
発
電
管
理
課
長
は
，
所
長
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
，
必
要

に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基
準

ａ
．
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
，
発
電
所
を
含
む
地
域
（
女
川
町
，

石
巻
市
）
に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
 

ｂ
．
発
電
所
よ
り
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
以
内
の
火
山
が
噴
火
し
た
が
降
灰

予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
，
第
５
８
条
に
定
め
る
外
部

電
源
５
回
線
の
う
ち
，
３
回
線
以
上
が
動
作
不
能
と
な
り
，
動
作
可

能
な
外
部
電
源
が
２
回
線
以
下
と
な
っ
た
場
合
（
送
電
線
の
点
検
時

を
含
む
。
）
ま
た
は
全
て
の
外
部
電
源
が
他
の
回
線
に
対
し
独
立
性

を
有
し
て
い
な
い
場
合
 

３
．
７

 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

（
１
）
原
子
力
部
長
は
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
文
書
に
定
め
る
。

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
，
反
映
 

原
子
力
部
長
は
，
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を
行
い
，
新
た

な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
火
山
現
象
の
評
価
を
行
い
，
必
要
な
事

項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

い
て
，
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価

結
果
に
基
づ
き
，
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
，
計
画
の
見
直
し
を
行
い
，
技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
に
報
告
す
る
。
 

（
２
）
技
術
計
画
Ｇ
Ｍ
は
，
各
Ｇ
Ｍ
か
ら
の
報
告
を
受
け
，
必
要
に
応
じ

て
，
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

 

３
．
６

 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

当
直
長
は
，
火
山
影
響
等
及
び
積
雪
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉
施

設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
，
当
該
号
炉
を
所
管
す
る
運
転
管
理
部
長
に
報
告
す
る
。
当

該
号
炉
を
所
管
す
る
運
転
管
理
部
長
は
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
及
び
関
係
Ｇ
Ｍ
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉

停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基
準

ア
．
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
，
発
電
所
を
含
む
地
域
（
柏
崎
市
，

刈
羽
村
）
に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合

イ
．
発
電
所
よ
り
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
以
内
の
火
山
が
噴
火
し
た
が
，
降

灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
，
保
安
規
定
第
５
８
条
の

３
に
定
め
る
外
部
電
源
５
回
線
の
う
ち
，
３
回
線
以
上
が
動
作
不
能

と
な
り
，
動
作
可
能
な
外
部
電
源
が
２
回
線
以
下
と
な
っ
た
場
合

（
送
電
線
の
点
検
時
を
含
む
。）

又
は
全
て
の
外
部
電
源
が
他
の
回

線
に
対
し
独
立
性
を
有
し
て
い
な
い
場
合

３
．
７

 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

（
１
）
原
子
力
設
備
管
理
部
長
は
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
定
め
る
。

ア
．
新
た
な
知
見
の
収
集
，
反
映

原
子
力
設
備
管
理
部
長
は
，
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を
行

い
，
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
火
山
現
象
の
評
価
を
行
い
，

必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。

い
て
，
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価

結
果
に
基
づ
き
，
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
，
計
画
の
見
直
し
を
行
い
，
課
長
（
技
術
）
に
報
告
す
る
。
 

（
２
）
課
長
（
技
術
）
は
，
各
課
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
，
必
要
に
応
じ

て
，
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

 

３
．
６

 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

当
直
長
は
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉

施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子

炉
主
任
技
術
者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。
発
電
部

長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
，
品
質
保
証

部
長
，
技
術
部
長
，
廃
止
措
置
・
環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長

と
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基
準

ア
．
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
，
発
電
所
を
含
む
地
域
（
松
江
市
）

に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
 

イ
．
発
電
所
よ
り
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
以
内
の
火
山
が
噴
火
し
た
が
，
降

灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
，
保
安
規
定
第
５
７
条
の

３
に
定
め
る
外
部
電
源
３
回
線
の
う
ち
，
１
回
線
以
上
が
動
作
不
能

と
な
り
，
動
作
可
能
な
外
部
電
源
が
２
回
線
以
下
と
な
っ
た
場
合

（
送
電
線
の
点
検
時
を
含
む
。）

ま
た
は
全
て
の
外
部
電
源
が
他
の

回
線
に
対
し
独
立
性
を
有
し
て
い
な
い
場
合
 

３
．
７

 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

（
１
）
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，
以
下
の
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定
め
る
。
 

ア
．
新
た
な
知
見
の
収
集
，
反
映

電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，
定
期
的
に
新
た

な
知
見
の
確
認
を
行
い
，
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
火
山
現

象
の
評
価
を
行
い
，
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
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